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巻
頭
言

　

２
０
２
３
年
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

症
法
上
の
類
計
が「
２
類
相
当
」か
ら「
５
類
」に
移
行
し
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
対
策
の
多
く
が
簡
素
化
あ

る
い
は
終
了
し
、
コロ
ナ
が
落
ち
着
く
か
の
よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
た

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
５
類
への
変
更
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
新
規
感
染
者

は
全
国
で
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
８
月
下
旬

現
在
も
連
日
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
せ
ら
れ
る
よ
う
な
猛
暑

が
続
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
電
車
や
商
業
施
設
等
と
いっ
た
公
共

の
場
で
は
未
だ
半
数
以
上
の
方
が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
お
り
、
以
前
の

感
染
症
対
策
か
ら
の
開
放
感
と
と
も
に
、
警
戒
感
の
継
続
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。い
ば
ら
き
腎
臓
財
団
で
も
、
こ
こ
数
年
は
様
々
な
形
で
活

動
が
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）予
防
の

普
及
、
啓
発
に
欠
か
せ
な
い
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
出
前
講
座
や
臓
器
移
植
を

前
提
と
し
た
命
の
バ
ト
ン
と
い
わ
れ
る
臓
器
提
供
普
及
啓
発
活
動
な

ど
の
市
民
公
開
講
座
の
開
催
で
す
。
未
だ
前
述
の
如
く
、
新
型
コロ
ナ

感
染
症
の
再
流
行
の
兆
し
が
見
え
隠
れ
す
る
状
況
で
手
探
り
な
が

ら
、
従
来
か
ら
行
って
き
た
活
動
を
本
格
的
に
再
開
す
る
こ
と
を
念

頭
に
活
動
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
皆
様
は「
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉

は
も
と
も
と
、
ラ
テ
ン
語
のre

（
再
び
）と

habilis

（
人
間
ら
し
い
、で
き
る
）が
語
源

で
す
が
、
一
般
に
障
害
者
に
対
す
る
機

能
回
復
、
能
力
向
上
、
社
会
復

帰
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
私
た
ち
が
取
り
組

ん
で
い
る
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
さ
ん
か
ら
透

析
患
者
、
腎
移
植
後
の
患
者
さ

ん
を
含
め
た
全
て
の
腎
臓
疾
患

患
者
さ
ん
の
運
動
療
法
、
食
事

療
法
と
水
分
管
理
、
薬
物
療

法
、
教
育
、
精
神
・
心
理
的
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
実
践
し
て
お
り
ま
す
。
近
年
で
は
患
者
さ
ん
達
の
高
齢
化
、
ま
た

加
齢
に
よ
って
腎
機
能
の
低
下
を
生
じ
、Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
至
る
患
者
が
急
増

し
て
お
り
ま
す
。
以
前
は
腎
疾
患
患
者
さ
ん
に
は
、
な
る
べ
く
無
理

を
せ
ず
安
静
に
す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
近

の
研
究
結
果
で
は
、
積
極
的
に
運
動
を
す
る
こ
と
が
様
々
な
利
点
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
って
き
て
お
り
ま
す
。
有
酸
素
運
動
や
筋
ト

レ
を
実
施
す
る
こ
と
で
転
倒
防
止
に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
腎
機
能

の
悪
化
を
抑
制
し
、
生
活
の
質
も
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
って
き
ま

し
た
。
全
て
の
腎
疾
患
患
者
さ
ん
が
安
心
、
安
定
し
た
生
活
を
営
め

る
よ
う
に
、
従
来
の
個
別
疾
患
の
薬
物
治
療
だ
け
で
な
く
、
生
活
習

慣
の
改
善
、
精
神
的
、
心
理
的
課
題
を
含
め
た
腎
疾
患
患
者
さ
ん
の

総
合
的
な
治
療
を
考
え
、
実
践
し
、
社
会
復
帰
、
社
会
活
動
を
円
滑

に
行
って
い
く
こ
と
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
腎
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
多
く
の
皆
様
に
こ
の
よ
う
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
形
が
あ

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

山 縣　邦 弘
公益財団法人いばらき腎臓財団　理事長
筑波大学医学医療系腎臓内科学　教授



　

現
在
、
日
本
で
は
約
１
万
４
千
人
の
末
期
腎
不
全

の
患
者
が
腎
臓
移
植
を
待
って
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

れ
だ
け
多
く
の
待
機
患
者
の
中
で
、
実
際
に
移
植
を

受
け
ら
れ
る
末
期
腎
不
全
の
患
者
は
年
間
１
５
０
〜

２
０
０
人
程
度
と
非
常
に
少
な
く
、
残
念
な
が
ら
多

く
の
患
者
は
腎
移
植
を
待
機
し
て
い
る
間
に
亡
く

な
って
い
ま
す
。
近
年
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で

臓
器
提
供
の
話
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
臓
器
提
供
への
意
識
が
社
会
に
浸
透
し
、
臓
器

提
供
数
が
少
し
ず
つ
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も

臓
器
提
供
に
対
す
る
社
会
の
理
解
が
益
々
進
み
、
一

人
で
も
多
く
の
臓
器
機
能
不
全
の
方
々
を
救
え
る
時

代
の
到
来
を
切
に
願
って
お
り
ま
す
。

　
移
植
内
科
医
の
役
割

　

移
植
内
科
医
は
腎
移
植
前
の
準
備
期
間
の
過
ご
し

方
の
指
導
や
腎
移
植
手
術
前
後
の
透
析
療
法
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
腎
移
植
後
の
安
定
し
た
時

期
の
外
来
通
院
で
の
診
療
を
行
い
、
移
植
し
た
腎
臓

の
機
能
が
長
期
に
安
定
す
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
腎
移
植
が
盛
ん
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で

は
、
移
植
外
科
医
よ
り
移
植
内
科
医
の
人
数
の
方
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
日
本
で
は
ま
だ
ま
だ
移

植
内
科
医
は
少
な
い
状
況
で
す
。
今
後
、
日
本
の
腎

移
植
数
が
増
加
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
移
植
外
科
医

だ
け
で
は
な
く
、
移
植
内
科
医
の
育
成
が
望
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
腎
移
植
待
機
患
者
の

　
準
備
期
間
の
過
ご
し
方

　

末
期
腎
不
全
で
は
心
血
管
病
を
中
心
に
多
く
の
合

併
症
が
出
現
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
腎
移

植
を
待
機
し
て
い
る
患
者
は
、
心
血
管
病
を
中
心
と

す
る
多
く
の
合
併
症
を
腎
移
植
手
術
が
実
施
可
能

な
状
態
に
安
定
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
心
血
管
病
以
外
に
、
が
ん
、
感
染
症
は
、
日
々
の
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診
療
や
検
診
受
診
な
ど
に
よ
り
早
期
に
発
見
す
る
よ

う
努
め
、
対
処
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
透
析
治
療
が

長
期
化
し
た
際
に
出
現
す
る
副
甲
状
腺
機
能
亢
進

症
が
あ
る
場
合
に
は
、
腎
移
植
の
準
備
と
し
て
外
科

的
処
置
を
検
討
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
透
析
治

療
を
受
け
て
い
る
医
療
機
関
の
主
治
医
や
ス
タ
ッフ
と

と
も
に
行
う
日
々
の
管
理
が
大
切
で
あ
り
、
腎
移
植

待
機
患
者
で
あ
る
こ
と
を
患
者
・
医
療
ス
タ
ッフ
の
み

な
で
共
有
し
準
備
期
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

文
責
：
筑
波
大
学
医
学
医
療
系
腎
臓
内
科
学　
　
　
　

准
教
授　

臼
井　

丈
一

腎
移
植
担
当
医
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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当財団は、税額控除対象法人です。これにより、当財団

に対する個人・法人の寄附（賛助会費も同様）については、

確定申告の際、上記「税額控除」と従来の「所得控除」の

いずれか一方を選択ができるようになり優遇税制を受け

られます。また、ご要望いただきました賛助会員様の従

業員を対象とした茨城県の臓器移植の現状、健康維持啓

発のための講習会を無料にて実施させていただきます。

医療法人医仁会　渡邉クリニック

渡辺　文代（渡辺内科）

医療法人社団医弘会　かわしま内科クリニック

医療法人鴻仁会　上の原病院

医療法人博友会　菊池内科クリニック

医療法人社団明厚会　大石内科クリニック

医療法人社団豊済会　ときわクリニック

茨城県医薬品卸業組合　

メディキット株式会社

医療法人健清会　那珂クリニック

茨城県行政薬剤師会

ニプロ株式会社

茨城県腎臓病患者連絡協議会

十王ひがし野クリニック

公益社団法人茨城県獣医師会

公益社団法人茨城県歯科医師会

那珂記念ＭＩＴＯクリニック

加藤　徹（菊山医院）

医療法人社団そよご会　長山隆志（長山皮膚科医院）

角田克博（つくばシティアビル皮フ科）

中外製薬株式会社

石川　和明（石川クリニック）

医療法人悌仁会　つちだ内科・泌尿器科クリニック

鈴木　裕明

非公開　4件

令和5年3月31日現在（順不同・敬称略）

令和4年度 寄付者一覧 ご協力ありがとうございました。

令和4年度 賛助会員一覧 ご支援ありがとうございます。

令和5年3月31日現在（順不同・敬称略）

医療法人青藍会
大場内科クリニック

太田ネフロクリニック
社会医療法人若竹会
つくばセントラル病院
医療法人社団興明会
つくば腎クリニック

医療法人 住吉クリニック

筑波大学附属病院
医療法人社団明厚会
大石内科クリニック

島田　忍（ウイング眼科）
医療法人虹嶺会
土浦ベリルクリニック

医療法人徳洲会 古河総合病院
医療法人博友会
菊池内科クリニック
医療法人社団善仁会
小山記念病院

公益財団法人
筑波メディカルセンター

水戸赤十字病院
医療法人水清会
つくば学園クリニック
医療法人医仁会
渡邉クリニック
扶桑薬品工業株式会社

医療法人愛和会 前田病院

JAとりで総合医療センター
公益財団法人

医療法人健清会
那珂クリニック

株式会社トップ下妻工場

総合病院水戸協同病院

医療法人盡誠会 宮本病院
医療法人五合会
常陸クリニック
医療法人青洲会
神立病院　

筑波麓仁会 筑波学園病院

キューピー株式会社
ファインケミカル本部五霞工場

医療法人山口クリニック

医療法人社団プラスワン
緑野クリニック
社会医療法人財団古宿会
水戸中央病院

かもめ・大津港クリニック
株式会社日立製作所
日立総合病院

極東製薬工業株式会社
独立行政法人国立病院機構
水戸医療センター

総合病院土浦協同病院
医療法人寛正会
水海道さくら病院

県北医療センター高萩協同病院

医療法人祥仁会
十王ひがし野クリニック

関彰商事株式会社

協和キリン株式会社

テルモ株式会社

常陽銀行 研究学園都市支店

タイヘイ薬品株式会社

ゼリア新薬工業株式会社
医療法人秀仁会
川島クリニック
医療法人テーデーシー
川井クリニック
医療法人虹の会
にへいなかよしクリニック

国立病院機構霞ヶ浦医療センター

医療法人博仁会 志村大宮病院

医療法人鴻仁会 上の原病院
医療法人社団啓聖会
鳥越クリニック
株式会社日立製作所
ひたちなか総合病院
医療法人一樹
筑西腎クリニック

中嶋メディカルサプライ株式会社
医療法人社団常仁会
牛久愛和総合病院
医療法人社団成美会
トモスみとクリニック

公益財団法人ときわ会
特定非営利活動法人
日本移植支援協会

かもめ・日立クリニック

山縣　邦弘

医療法人愛正会 田尻ヶ丘病院　

小野薬品工業株式会社

湯沢　賢治
一般社団法人

医療法人社団健栄会
守谷駅前クリニック

寺崎　太郎（寺崎クリニック）

宮崎　三弘（宮崎クリニック）

川島　房宣（川島医院）

小林　敏郎（小林医院）

石川　悟（石川クリニック）

松倉　則夫（松倉中央クリニック）

山形　文子（やまがた内科医院）

石川　晶久
（医療法人潤聖会 石川内科ファミリークリニック）
山木　万里郎
（やまき内科クリニック）

圷　正紀（樅山診療所）

石塚　源造（石塚医院）

戸井田　和之

飯田医院　
一般社団法人

非公開 10件


